家庭用 


除湿機 
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•このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとうございます。 
•この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。 

•ご使用の前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。 

•この取扱説明書はお使いになるちびいつでち見ることびでさる 
よう大切に保管してください。 


この商品は、海外ではご使用になれません。 

を f たを I FOR USE IN JAPAN ONLY 
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ま全上のご注意 


ご使用になる前に、この r ま全上のご注意 J をよくお読みのうえ正しくお使いくだ 
さい。ここに示した注意事項は、お使いになる方や他の人々への危害や損害を 
未然に防止するためのちので、 「警告」「注意」 の 2 つに分けて説明しています。 
いずれち安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りください。 


—— A 警告- . 

誤った取り扱いをすると、人び 
死 t または重傷を負ラ可能性び 

想定される内容を示しています。 

\_ J 


— A 江'音、- 

誤った取り扱いをすると、人び 
けびをしたり、物的損喜の発生び 

想定される内容を示しています。 

\ _ _ 


一図記号の意味— 

^しロホいけない「禁山内容です。 
0 U をみれ故をちも;し’、「強制」内容です C 


^「如 M おクを]ンセントから 
抜くこと」を表しています。 



参 改造はしない。 

また修理技術ち]; m の人は、分解.修理を 
しない。 

火災•感電-けびの 
原因になります。 

※修理はお買い上げの販売店または 
アイ U スコールにご相談ください。 



分解禁止 


•電源 コードや差込プラグを傷つけたり、 
無理に ffi げたり、無理に引っ張ったり、 
ねじったり、束ねたり、重いものを 
載せたり、挟み込んだりしない。 


破損し、火災 
なります。 


感電の原因に 


0 


禁止 


•電源 コードや差込プラグを傷つけたり、 
コンセントの差し込みがゆるいときは 
使用しない。 


火災-感電の原因に 
なります。 


0 


禁止 


•交流 100 vm 外では使用しなし、。 

火災-感電の原因に 
なります。 




0 

禁止 


•めれ た手で差込プラグの抜さ差しをしない。 

感電の原因になります。 

禁止 



•お 手入れや点検、移動、清掃の際は、必ず 
差込プラグをコンセントか5抜く。， 

感電やケガの原因に 
なります。 

プラグを抜く 



•差込 プラグのほこりは定期的にとる。 

ほこりびたまると、湿気な 
どで絶縁不良になり、乂災- 
感電の原因になります。 

必ず実施 
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^•暖房機器など熱いものに近づけない。 

熱により、火災. 

護。冀麵 巧场 心) 

•吹 出□や吸込□に指や金属物などの 
異物を入れない。 

感電 • 故障の原因に (X J 

なります。 V 

禁止 

•電源 コードを張った状態で使わない。 

乂災 • 感 S の願に 

なります。 1 XJ 

禁止 

•持ち運び 時に電源コードを引っ張!5ない。 

乂災 • 感電の願に 

なります。 1 XJ 

禁止 

♦異常. 故障時はただちに使用を中止し、電源プラグを抜く。 

火災•感電 • けびの願になります。 4 ^^ 

-本体、電源コード、プラグび異常に熱い-こげ臭い-運転中に異常音や振動びする 
-ブレーカーびひんぱんに落ちる-その他異常や故障びある 

※修理はお買上げ販売店またはアイ U スコールにご相談ください。 プフソを抜、 

V J 


A 迁局 


•ミ 谷室などの水のかかる場巧で使わない。 

火災•感電•故障の 

願になります。 y ^ 

水めれ禁止 

•可 1燃14のものや乂のついたタノ（コや 
線香などを近づけない。 

発火することび 1 

あります。 、ツ 

禁止 

•乗ったり 寄りかかったりしない。 

転倒によるけびや故 

障の原因になります。 1 ^1 

禁止 

•吹 出□の風が直接あたる場所で燃焼器具を 
使わない。 

j ： 然焼器具の不完全 ( 

燃焼の願になり 、ク^ 

ます。 禁止 

•差込 プラグを抜くときは、電源コードを 
持たずに、必ず差込プラグを持って抜く。 

]- ドび破損し、火 
災•感電•シヨート 
の願になります。 

必ず実施 

•ベンジン やシンナーで}式いたり、 

殺虫剤をかけない。 

ひび割れや感電 • 

火災の原因になり 

ます。 巧止 

•長時間 使わないときは、必ず差込プラグを 
コンセントか！5抜く。 

絶縁劣化により火 

災•感電の原因に rir ^ 

なります。 

プラグを抜く 

J 

•フィ ルターを外した状態で使用しない。 

本体内にほこりを吸い込み 

故障の願になります。 1^1 

禁止 

























A 迁局 


•吸 込□や吹出□をふさがない。 


発火*発熱-故障の 
原因になります。 


XJ0 

禁止 


•本体は 水平で丈夫な場所に設置ずる。 

倒れると内部の水び 
こぼれ家財などを 
めらしたり、火災， 

感電の原因になります。 

必ず実施 



争 本体を水洗いしない。 

漏電-感電の原因に 
なります。 

禁止 



•薬品を 扱う場所で使用しない。 

空気中に揮発した薬品や溶剤で除湿機 
び劣化したり、除湿水び漏れて家財を 
めらす原因になります。 


禁止 



•除湿した 水を飲料用-飼育用などに 
使用しない。 

健康を害する原因になります。 

禁止 



•移動ず る時は運転を停止し、 

タンクの水を捨て、取っ手を 
持って移動する。 

内部の水びわれて、家財をめらしたり、 

火災-感電の原因になります。 必ず US ! 



•屋外 植射日光の当たる場所)で使わない。 



•押 し入れや家具のすき間など狭い場所で 
使わない。 


発火-発熱の原因 
になります。 


0 


禁止 


•本体の 上に花びんなどの液体の 
入った容器をのせない。 

乂災-感電の原因に 
なります。 


0 

禁止 


•食品- 医療品-美術品-学術資料などの 
保を、特殊用途に使わない。 


保存品の品質低下の原因になります。 


0 


禁止 


•動植物に 直接風を当てない。 

悪影響を与える原因になります。 


0 

禁止 


•体に 吹出風を直接あてない。 

特に次のよラな方びお使いなる時は 
法忌すな。 

-乳幼児-お子さま-お年寄り 

長時間、直接風を当てると体調不良や 
脱水症状をおこす原因になります。 

禁止 



•フ □-卜部の発泡スチ□-ルを 
はずさない。 


運転しなくなったり、 
内部の水びわれて、 
家財をめらしたり、 
火災-感電の原因に 
なります。 


曲 S) 

禁止 


♦本体は テーブル上などの 
高い所で使わない。 

落下するとケガの原因になります。 


0 

禁止 


•止水 夺ャップを排水 □ につけたまま 
運転しない。 


火災-感電の原因になります。 


0 


禁止 
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^ 設置のしかた 

V - 


周囲をあけて設置 



お願い 


•次の 条件で運転してください。 

室内温度び] 5〜35む内での使用をおすすめします。 

結露び生じるような、寒暖の差びはげしい場所での使用はさけてください。 

•吹 出□からの風び直接、動植物にあたらない場所に設置してください。 
•テレビ やラジオなどの電波を利用する機器から 2 m じ(上離してください。 
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口口 B のなまス 


運斬表 TJX 部 


電源コード 




取っ手 


吸込 □ 

(フイルター) 













































電源ボタン 


V 


準備ずる 


J 


タンクを確実に入れる 





電源プラグを入れる 






運転のしかた 


点検ランプ 風量切替ボタン 

除湿中ランプ タイマーボタン湿度ボタン 


衣類 

乾|^栗 

• [す 

> おまかせ •標準 



おまかせボタン 

湿度ランプ 
タイマ I ランプ 

満水ランプ 

風量ランプ 

おまかせランプ 
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1 電源プラグをコンセントに差込む。 


2 電源ボタンを押ず。 



運転を開始します。 

風量ランプ、湿度ランプび点なします。 


3 お好みの運転を選ぶ。 



風量 


「強（衣類乾燥）」田 r 標利 


「強（衣類乾燥）」 


に切り替わります。 
に切り替わります。 


を巧すたびに風量び 
•室温び32でを超えると自動で 
30むを下回ると選択の風量に戻ります。 

•設定した湿度よりお部屋の湿度び下がると自動で 
替わります。 

※衣類乾燥時は強（衣類乾燥）を押すことをおすすめします。 


「標準」 


に切り 



湿度 


を押すたびに除湿の設定湿度び 

と切り替わります。 


「60%」 B 1「80%」 


「連続（衣類乾燥）」 g 「4096」 


■ 

60% 

■ 

80% 


設定した湿度よりお部屋の湿度び低い時は 
自動で風量び MEWmi になり 
除湿ランプび消えます。 


連続（衣類乾燥) 


:お部屋の湿度に関わらず連続除湿運転をします。 


※衣類乾燥時は強（衣類乾燥）を押すことをおすすめします。 
※衣類乾燥時は連続（衣類乾燥）を押すことをおすすめします。 



一 


おまかせ 


を押すと、室温によって、設定湿度を自動調整し、運転を自動で行います。 
参室温24む下：設定湿度80% 

•室温24〜25で：設定湿度60% 

•室温25む上：設定湿度40% 

再度ボタンを押すと自動除湿運転を解除します。 


4 電源を切る。 



を押すと運転を停止します。 
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■タイマーの 使い方 


スイッチ ON 予約 


画 

入/切 
タイ 7— 


本機の電源び切れている、または待機状態を確認し、 
タイマーボタンを押します。 


「1時間」 

H 

に時亂 

IH 

「4時亂 

H 

「8時亂 

1-1 

惜続」(消な） 


とタイマーランプび切り替わり、設定時間になると自動で運転び始まります。 


スイッチ OFF 予約 



入/切 
タイ 7— 


本機の電源び入っている状態でタイマーボタンを押します。 


「1時間」 

IH 

に時亂 

IH 

「4時亂 

H 

「8時亂 

1-1 

「連続」(消な） 


とタイマーランプび切り替わり、運転停止時間の設定をおこないます。 
時間経過とともに残り時間び表示され、設定時間になると自動で運転を 
停止します。 


内部霜防止モード 


室温び低くなると、本体内部に霜び発生することびあります。 
本体保護のため自動で、霜防止運転をします。 

※霜防止運転時は、除湿中ランプび消え、点検中ランプが点なし、 
フアンが高速で回転します。 


満水 • 停止モード 


排水タンクび満水になると自動で停止し、満水ランプの点なとブヴー音でお知らせします。 
運転を再開する場合は、タンク内の排水を捨て、タンクを本体へ確実に入れてください。 


その他異常モード 


•室温び〇む仪下もしくは4ぴ CIU 上になると本体保護のため運転を自動停止します。 
「故障かな？と思ったら （ P 15) 」参照 


室温は]己〜3日む内での使用をおすすめします。 


♦本体内部温度び異常上昇すると、本体保護のため、運転を停止し、点検ランプで 
お知らせします。 

^ご不明な点は販売店またはァィ| J スコールにご相談くださぃ。 
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j 非水のしかた 


タンクび満水になると、自動で運転を停止し、ランプの点灯とブヴー音でお知らせします。 




排水タンクをゆっくり取出ず。 


片手で本体をおさえて、排水をこぼさないようゆっくり引さ出してください。 
引さ出したタンクは必ず両手でしっかりと持ってください。 


/ j \ 注意 


本体に残っている水び滴下することび 
あるので運転停止後、すぐにタンクを 
取り出さないでください。 


く滴下が気になる時は…> 

タンク/たについている止水丰ヤップを 
排水□につけてください。 



A J 牛 g 運転再開時には止水キャップを排水 □ 
成な♦鼠から必ずはずしてご使用ください。 


2 タンクふたをはずし水を捨てる。 




















タフ □ー トの中に異物などび入っていないか確認してください。 
満水時の自動停止び正常にはたらきません。 


4 タンクふたを取り付け、タンクを本体に入れる。 



タンクの!ふた 
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フイルターのお手入れ2週に1回程度 

フィルターをはずし、巧れを掃除機で吸い取ってください。 
「フィルターの取り外し方と掃除の仕ち （ P 14) 」参照 


吸込□カバー 

フィルターの破損-交換については 
アイ U スコールまで お問い合わせください。 ソィルタ- 

タンクのお手入れ1力月に1回程度 

タンクを水洗い、水を;:^\さ取ってください。 

長時間使用しないとき 

①タンク内の水を捨てる。 

③本体-フィルター-タンクのお手入れをする。 

③ 電源コードをまとめ、ほこりよけに巧などをかぶせる。 

④ 収納する。 





お手入れ 


J 


お手入れの隐は、がず是込プラグをコンセントか6巧いてください。また、 
めれた手で巧を是しをしないで<ださい。感電やけびをすることびあります。 


本体のお手入れ 1力月に1回程度 

水またはめるま湯 (4 crci ^ u 下)を含ませた柔5かい巧を 
よくしぼって巧れを拭き取ります。 


お願い 


•水を かけないでください。感電*ケガ-故障の原因になります。 
•アルコール、 シンナー、ベンジン、みびさ粉などは使用しないでください。 
製品を傷めることびあります。 

•化学 ぞうさんを使用する際は、その注意書さに従ってください。 




\ 

■ 

函 

憂 




么5主意 


湿気の少ない直射日光の当たらない場所に 
立てて保管してください。 
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夕 本体とフ イ ルターを掃除機で掃除する 



/K ミ主意 ブラシ付ノズルは使わないでください。 

5 




フィルターの取り外し方と掃除の仕方 


電源を切り、タンクを取り出ず 


タンク 



么 


タンク内の水、排水□からの水に気をつけて 
作業してください 






2 フイルターカバーをはずず 

フイルターカバーの 
下面のツメに手をかけ、 

図のように上に引さ上げる 
ようにはずしてください。 


3 フィルターをはずず 


中央部の凹の部分を下に押し下げ、 
フイルターを たねませて 
はずしてください。 
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フィルター、フィルターカバー、タンクを取り付ける 

お手入れび終わったら逆の手順で 

フィルター、フィルターカバー、タンクを取り付けてください。 



























































^ 故障かな？と思った 5 


使用中に異常び生じた場合は、修理を依頼される前に本書をよくお読みのうえ、下記の点 
を確認してください。 



老え5れる原因 



广 





r 

運転しない 


巧 

•電源 プラグびはずれている。 
•満水 ランプび点滅している。 


巧 


ゾ 


V 

J 

\ 


•しっかり差し込んでください。 

•タンクの 水を捨ててください。 

> タンクを正しく入れなおしてください。 

> 止水キヤップを排水□からはずしてください。 


運転中室温が上がる 


M 


•除湿 機には冷房機能はありません。むしろ、運転中に熱を発生しますので、室温び 1' 
上びることびあります。 


-已で 




電源プラグやコンセントが 
異常に発熱する 


が 


ただちに、使用を中止し、電源プラグを 
抜いてください。 




•お買い上げ 販売店またはアイリスコールへ 
ご連絡ください。 


それでも解決できないときは 

ご購入の販売店、またはアイ IJ スコールにお問い合わせください。 
/!\警告ご自分での分解-修理-改造はおやめください。 
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MEMO 




















MEMO 




















仕様 


^電 源 

AC ] 0 OV (己 OHz ) 

AC 100 V (60 Hz ) 

消費電力 

170 W 

190 W 

定格除湿能力 

5.5 L / 曰 

6.5 L / 曰 

運転 音 

45 服 

除湿可能面積の目安 



50Hz 

木造：7畳（12の3)、プレ八ブ：11畳（18の3)、鉄筋：14畳 (23m) 

60Hz 

木造： 8畳 (13 m) 、プレ八ブ：12畳 (20m ). 鉄筋：16畳 (26 m ) 

タンク容量 

約 1.9L で自動停止 

コード長さ 

1.9 m 

外形寸法 

巾畐約 29CIX 奥 t 号約 2CICIX 高さ約47ら mm 

製品質量 

約 9.7kg 


※定格除湿量は、室温27で、相対湿度60%を維持し続けたときの、1曰に4時間)あたりの除湿量です。 
※運転音は、本体前後左ち1 m 離れた位置での騒音値の平均値です。 

※除湿可能面積の目安は 、 」EMA (曰本電機工業会）規格に基づいた数値です 

※製品の仕様は予告なく変更することびあります。 MADE IN CHINA 
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、保証とアフターサービス 

V 


よくお読みください。 

^ \ 

【リ 保ミ正圭 

•保証書は必ず「販売店•お買い上げ曰」などの記入をお確かめのうえ、保証書の内容をよ<お読み 
になり大切に保管してください。 

•保証書は本書に明示されている、期間-条件のもと、無料修理をお約束するちのです。従ってこの 
保証書は、お客様の法律上の権利を制限するわのではな<、保証期間経過後の修理など、ご不明な 
点びある場合には、お求めの販売店、または下記アイ U スコールへお問い合わせください。 

保証期間〈お買い上げ曰か51年間です〉 

フィルターは消耗品ですので、保証期間内でも「有料」とさせていただきます。 

【2】 保証期間中に修理を依頼されるとさ 

お求めの販売店へ保証書を添えて製品をご持参ください。保証書の記載内容により、販売店で修理を 
うけたまわります。 

【3】保証期間経過後に修理を依頼されるとさ 

お求めの販売店にまずご相談ください。修理により製品の機能び維持できる場合には、ご要望により 
有料にて修理いたします。 

【4】補修用性能部品の保有期間 

•除湿機の補修用性能部品を製造巧切後、目年保有しています。 

•補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

【引修理料金のしくみ 

修理料金は、技術料-部品代などで構成されています。 


技術料 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 

部品代 

修理に使用した部品代金です。 


【6】 保証期間中の修理とアフターサービスについて、ご不明の点びございましたら、お求めの販売店または 
アイ U スコールへお問い合わせください。 

__ 
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マお問い合わせはお気軽にアイリスコールに 
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